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昭
和　

年
、
そ
れ
は
わ
ず
か
三
八
名
の

３２

踊
り
手
で
始
ま
っ
た
。

　

不
況
の
中
、
高
円
寺
の
商
店
会
の
青
年

部
の
発
足
を
機
に
、
当
時
三
年
前
か
ら
人

気
を
博
し
て
い
た
阿
佐
谷
七
夕
ま
つ
り
を

意
識
し
て
、「
高
円
寺
に
も
イ
ベ
ン
ト
を
」

と
考
え
『
高
円
寺

ば
か
踊
り
』
は
ス

タ
ー
ト
。
お
は
や

し
は
チ
ン
ド
ン
屋

さ
ん
が
担
当
し
、

演
奏
さ
れ
た
の
は

「
佐
渡
お
け
さ
」

の
リ
ズ
ム
。

　

あ
れ
か
ら
四
三
年
。
こ
の
イ
ベ
ン
ト
は

『
東
京
高
円
寺
阿
波
お
ど
り
』
と
し
て
二

日
間
で
約
八
〇
〇
〇
人
の
踊
り
手
と
一
二

〇
万
人
の
観
客
を
楽
し
ま
せ
る
、
東
京
有

数
の
夏
の
風
物
詩
と
な
り
ま
し
た
。

　

阿
波
お
ど
り
に
限
ら
ず
、
阿
佐
谷
の
ジ

ャ
ズ
ス
ト
リ
ー
ト
を
は
じ
め
、
今
日
盛
況

を
誇
っ
て
い
る
区
内
数
々
の
イ
ベ
ン
ト
に

共
通
し
て
い
る
の
は
、
行
政
主
導
で
な
い

と
い
う
こ
と
で
す
。
地
域
お
こ
し
を
楽
し

む
人
達
の
自
由
な
発
想
が
生
か
せ
る
ま
ち

の
雰
囲
気
の
下
、
自
前
の
資
金
の
中
で
、

道
路
や
公
園
な
ど
そ
の
街
に
あ
る
施
設
を

生
か
し
て
特
色
を
出
し
て
い
る
の
で
す
。

初
め
に
新
し
い
ホ
ー
ル
あ
り
き
、
区
の
予

算
あ
り
き
で
は
結
局
盛
り
上
が
り
に
欠
け

る
も
の
に
な
り
ま
す
。

　

四
日
間
に
わ
た
っ
て
、
今
度
は
荻
窪
で

ク
ラ
シ
ッ
ク
音
楽
祭
が
行
わ
れ
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。
長
年
荻
窪
の
ま
ち
づ
く
り

に
と
り
組
ん
で
き
た
人
達
三
八
人
が
、
二

〇
〇
万
円
の
自
己
資
金
で
ス
タ
ー
ト
さ
せ

る
そ
う
で
す
。
昨
年
８
月
に
は
、
方
南
町

の
駐
車
場
で
『
演

歌
ま
つ
り
』
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
こ

の
他
区
内
各
所

で
、
地
域
の
特
色

を
生
か
し
た
イ
ベ

ン
ト
が
盛
況
で

す
。

　

区
は
、
こ
う
し
た
皆
さ
ん
の
と
り
組
み

に
対
し
て
、
積
極
的
に
『
場
』
を
提
供
す

る
と
と
も
に
、
最
大
の
Ｐ
Ｒ
役
を
引
き
受

け
た
い
と
思
い
ま
す
。

荻窪の春荻窪の春
音音
楽楽
祭祭

日時：日時：４４月月２０２０日日∫∫～～２３２３日日∂∂
（時間は、下表参照）（時間は、下表参照）

会場会場：：荻窪駅周辺（下表）荻窪駅周辺（下表）

クラシック音楽を楽しむ街・荻窪

〈荻窪の春・音楽祭〉
入場料会　場内容・出演催　し日　時

１０００円クレモニア①ピアノ五重奏の夕べ：日本フィル
ハーモニー交響楽団サロンコンサート午後

６時３０分～４月
２０日∫

２０００円器の店「花」②ピアノとバイオリンのためのソナ
タ他：大塚由美子、久保田真緒実デュオリサイタルin花午後

７時３０分～

３５００円杉並公会堂③スプリングコンサート：日本フィ
ルハーモニー交響楽団日本フィル定期演奏会※午後

６時３０分～
２１日ª

２０００円
石橋亭④

サロンコンサート：小宅栄子、保
井頌子、中尾葉子フリージャコンサート

 ������� in石橋亭

午後２時～

３０００円ニューヨークの香りのするクラシ
ック：バッハトリオ午後８時～

２２日º

１０００円アメックス本社
 ������ １Ｆホール⑤

おなじみの名曲を弦楽四重奏で：
阿佐ケ谷フェスティバルオーケス
トラ（指揮・西内荘一）

ふれあいコンサート午後２時～

３０００円レストラン葉山⑥トークも楽しめるサロンコンサー
ト：ＯＦ記念楽団

ディナーコンサート
 �������� in葉山午後６時～

無料タウンセブン１Ｆセントラ
ルコート、西友、ルミネ⑦

３会場を弦楽四重奏が回ります：杉
並フィルハーモニー管弦楽団ふれあいコンサート☆

無料タウンセブン１Ｆセントラ
ルコート⑦

伝統あるピアノ「ベヒシュタイン」
で演奏：公募による演奏者

ふれあいコンサート
 ������� Part２

午後１時～
午後３時～

無料荻窪駅西口前広場⑧ホルン演奏ほか：杉並フィルハー
モニー交響楽団・金管五重奏駅前広場コンサート午後２時～

午後４時～

無料タウンセブン１Ｆセントラ
ルコート、西友、ルミネ⑦

モーツァルト「デイベルテイメン
ト」ほか：ＯＦ記念楽団ふれあいコンサート☆

２３日∂

無料タウンセブン１Ｆセントラ
ルコート⑦

伝統あるピアノ「ベヒシュタイン」
で演奏：公募による演奏者

ふれあいコンサート
 ������� Part３☆

無料荻窪駅西口前広場⑧日フィル街に出る：日本フィルハ
ーモニー交響楽団・金管五重奏駅前広場コンサート午後２時～

午後４時～

無料日産アプリーテ⑨ショパン「革命」「別れの曲」ほ
か：藤沢理恵、若手ピアニスト

ピュア　アイズ　コン
サート

午後１時～
午後２時～

１０００円杉並公会堂③フィナーレを区内在住の演奏家・
声楽家が飾ります荻窪の街コンサート※午後

６時３０分～
☆＝午前１１時～午後６時３０分に随時開催

●チケットの購入
各各会会場場でで販販売売ししまますす。。
たただだしし、、表表中中「「※※」」ののああるるココンンササーートトはは、、①①杉杉並並区区

文文化化・・交交流流協協会会（（上上荻荻３３‐‐２２９９‐‐５５杉杉並並会会館館内内））おおよよびび
近近畿畿日日本本ツツーーリリスストト杉杉並並区区役役所所内内店店（（区区役役所所西西棟棟２２階階））
＝＝月月～～金金曜曜日日のの午午前前９９時時～～午午後後５５時時②②地地域域区区民民セセンンタタ
ーー＝＝開開館館日日のの午午前前９９時時～～午午後後８８時時でで販販売売ししまますす。。
●問い合わせ
下図の会場（BDEF）または
荻窪の春・音楽祭事務局 @３３９１‐５１１４
荻窪音楽祭ホームページ
http://www.beam-c.co.jp/ogikubo/

日産アプリーテ�

杉並公会堂C�

I�

G�F葉山葉山�
　□=@3393391‐40074007
F葉山�
　□=@3391‐4007

　　E�
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□=@3393‐8700

青梅街道�

北口�西口H�
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四
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道�

南
口
仲
通
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環
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会場案内図�

荻 窪 駅 �

（器の店「花」）�
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問�

問�

問�

初
め
に
熱
意
あ
り
き

杉
並
区
長

荻
窪
の
住
民
が

新
た
な
ま
ち
づ
く
り
に

チ
ャ
レ
ン
ジ
�
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日
常
生
活
や
仕
事
の
中
で
、

無
意
識
の
う
ち
に
、「
女
性

（
男
性
）
は
こ
う
あ
る
べ
き
」

と
い
う
枠
に
あ
て
は
め
て
考
え

て
し
ま
う
こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん

か
。

　

こ
う
し
た「
女
ら
し
さ
」「
男

ら
し
さ
」
は
、
生
物
学
上
の
性

別
の
よ
う
に
生
ま
れ
た
時
か
ら

備
わ
っ
て
い
る
も
の
で
は
な

く
、
長
い
歴
史
の
中
で
社
会
や

文
化
が
つ
く
り
あ
げ
た
も
の
で

す
。

　

こ
の
よ
う
に
社
会
的
、
文
化

的
に
つ
く
り
あ
げ
た
性
差
を

「
ジ
ェ
ン
ダ
ー
」
と
い
い
ま

す
。

　

私
達
は
さ
ま
ざ
ま
な
場
面
で

ジ
ェ
ン
ダ
ー
に
遭
遇
し
ま
す
。

　

子
ど
も
の
こ
ろ
は
「
女
の
子

パスワードは『個性』�『個性個性』『個性個性』『個性』
４月１０日～１６日は女性週間

家
庭
や
職
場
で
、「
男
だ
か
ら
」「
女
だ
か
ら
」
と
い
う
理
由
に
よ
る
役
割
分
業
を
し
て
い
ま
せ
ん
か
？

性
別
に
と
ら
わ
れ
ず
に
一
人
ひ
と
り
が
個
性
を
発
揮
し
、
い
き
い
き
と
暮
ら
せ
る
社
会
を
実
現
す
る
た
め
に
、
私
た
ち
が
で
き
る
こ
と
を
考
え

て
み
ま
し
ょ
う
。

―
問
い
合
わ
せ
は
、
女
性
・
青
少
年
課
へ
。

人は歴史を創り　人は未来を創る
思いやりの心をもとに
男女が　性別を超え　世代を超え
互いに個性や能力を尊重し
さまざまな分野に参画し
心豊かな　明日の世代へ夢をつなげ
平等と平和の輪を広げるため
杉並区は
ここに「男女共同参画都市」を宣言します

平成９年１２月１日

　

『
草
原
の
チ
ェ
ロ
』
と
も

い
わ
れ
る
モ
ン
ゴ
ル
の
民
族

楽
器
・
馬
頭
琴
。
そ
の
詩
情

あ
ふ
れ
る
響
き
を
味
わ
っ
て

く
だ
さ
い
。
ピ
ア
ノ
と
の
ア

ン
サ
ン
ブ
ル
も
お
楽
し
み
い

た
だ
け
ま
す
。

　

【
日
時
】
５
月　

日
∂
午

２８

後
５
時
〜
（
４
時　

分
開

３０

場
）
【
会
場
】
杉
並
会
館

（
上
荻
３
―　

―
５
）
【
出

２９

演
】
馬
頭
琴
＝
チ
・
ボ
ラ
グ

（
斉
・
宝
力
高
）
、
ピ
ア
ノ

＝
吉
崎
純
子
【
曲
目
】
ス
ー

ホ
ー
の
白
い
馬
、
心
の
詩
、

荒
城
の
月
ほ
か
【
定
員
】
一

五
〇
名
（
先
着
順
）
【
入
場

料
】
二
五
〇
〇
円
（
飲
物
・

軽
食
付
、
会
員
割
引
あ
り
）

　

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

は
、
電
話
ま
た
は
ハ
ガ
キ
か

フ
ァ
ク
ス
（
４
面
ハ
ガ
キ
記

入
例
参
照
・
人
数
も
記
入
）

で
、
杉
並
区
文
化
・
交
流
協

会
文
化
係
（
〒　

‐
０
０
４

１６７

３
上
荻
３
―　

―
５
杉
並
会

２９

館
内
@
５
３
１
１
‐
７
０
３

５
�
５
３
１
１
‐
７
０
３

８
）
へ
。
定
員
に
な
り
次
第

締
め
切
り
。

FAX

　

鶴
屋
南
北
の
描
い
た
「
古

典
」
が
ロ
ッ
ク
の
リ
ズ
ム
に

乗
っ
て
今
に
よ
み
が
え
り
ま

す
。（
区
共
催
）

　

【
日
時
】
６
月
４
日
∂
午

後
３
時
開
演
・
５
日
∑
６
時

　

分
開
演
／
い
ず
れ
も
開
場

３０は
三
〇
分
前
【
会
場
】
セ
シ

オ
ン
杉
並
（
梅
里
１
―　

―
２２

　

）
【
脚
本
・
演
出
】
劇
作

３２家
＝
山
崎
哲
【
出
演
】
オ
ー

デ
ィ
シ
ョ
ン
選
抜
の
若
者
一

五
名
【
入
場
料
】
二
五
〇
〇

円
（
全
席
自
由
・
会
員
割
引

な
し
）
【
主
催
・
問
合
先
】

ト
ム
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
@
３

３
５
１
‐
７
０
１
４

▽
チ
ケ
ッ
ト
の
販
売
窓
口

▼
文
化
・
交
流
協
会
文
化
係

（
@

５
３
１
１
‐
７
０
３

５
）
▼
区
役
所
（
西
棟
二
階

近
畿
日
本
ツ
ー
リ
ス
ト
区
役

所
内
店
）
／
い
ず
れ
も
、
月

〜
金
（
祝
日
は
除
く
）
午
前

９
時
〜
午
後
５
時
▼
地
域
区

民
セ
ン
タ
ー
七
カ
所
＝
開
館

日
の
午
前
９
時
〜
午
後
８
時

※
チ
ケ
ッ
ト
発
売
中

文
化
・
交
流
協
会
の
催
し

▲チ・ボラグさん

ジ
ェ
ン
ダ
ー
・
フ
リ
ー
を
め
ざ
し
て

e
ジ
ェ
ン
ダ
ー
と
は
？

e
ジ
ェ
ン
ダ
ー
が
い
っ
ぱ
い

だ
か
ら
ピ
ン
ク
」「
男
の
子
だ

か
ら
ブ
ル
ー
」、「
女
の
子
だ
か

ら
お
行
儀
よ
く
」「
男
の
子
が

泣
く
の
は
お
か
し
い
」
な
ど
、

ま
た
大
人
に
な
れ
ば
、「
男
は

仕
事
、
女
は
家
事
育
児
」
と
い

っ
た
性
別
役
割
分
業
も
ジ
ェ
ン

ダ
ー
の
ひ
と
つ
で
す
。

　

こ
う
し
た
ジ
ェ
ン
ダ
ー
が
、

個
人
の
能
力
開
発
や
進
路
・
職

業
選
択
に
影
響
を
及
ぼ
し
て
し

ま
う
こ
と
も
少
な
く
あ
り
ま
せ

ん
。

　

個
人
の
生
き
方
や
行
動
を
ジ

ェ
ン
ダ
ー
で
縛
ら
れ
な
い
こ
と

を
ジ
ェ
ン
ダ
ー
・
フ
リ
ー
と
い

い
ま
す
。

　

女
性
も
男
性
も
性
別
に
と
ら

わ
れ
ず
生
き
方
や
行
動
を
選

択
・
決
定
し
、
能
力
が
発
揮
で

き
る
ジ
ェ
ン
ダ
ー
・
フ
リ
ー
な

社
会
を
つ
く
っ
て
い
き
ま
し
ょ

う
。

　

昨
年
の
６
月
に
男
女
共
同
参

画
社
会
基
本
法
が
制
定
さ
れ
、

今
年
４
月
に
は
、
東
京
都
男
女

平
等
参
画
基
本
条
例
も
施
行
さ

れ
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
に
法
律
や
制
度
は

整
備
さ
れ
つ
つ
あ
り
ま
す
が
、

ひ
と
り
ひ
と
り
の
意
識
が
変
わ

ら
な
け
れ
ば
、
社
会
そ
の
も
の

は
変
わ
り
ま
せ
ん
。

e
め
ざ
そ
う

ジ
ェ
ン
ダ
ー
・
フ
リ
ー

e
一
人
ひ
と
り
の
意
識
か
ら

ë今年１月２８日、熊本県八代市で開催さ
れた男女共同参画宣言都市サミットで発
言する山田区長

杉並区男女共同参画都市宣言

杉
並
会
館
道
草
コ
ン
サ
ー
ト

モ
ン
ゴ
ル
の
調
べ　

馬
頭
琴

現
代
版

「
東
海
道
四
谷
怪
談
」

●パートナーとは対等ですか●
　「対等」なんていうとちょっと堅苦しいけれど、女性も男性もお互いを認め合い、協力し合えれば、
もっと楽しく暮らせるはず。
　家庭での男女の関係をちょっと振り返ってみませんか。

男性も家事をしていますか 世話と介護　だれがだれのために？

二人で育児をしていますか レジャーや休日はだれのため？
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歌
舞
伎
の
特
徴
的
表
現
で

あ
る
「
見
得
」
や
「
六
法
」

「
隈
取
り
」
の
説
明
と
、
人

気
世
話
物
「
源
氏
店
」
の
解

説
及
び
舞
台
を
お
楽
し
み
い

た
だ
け
ま
す
。

　

【
日
時
】
６
月　

日
∑
午

２６

後
６
時
開
演
（
５
時　

分
開

３０

場
）【
会
場
】
セ
シ
オ
ン
杉

並
（
梅
里
１
―　

―　

）

２２

３２

【
内
容
】
第
一
部
＝
歌
舞
伎

に
親
し
む
Ⅰ
「
荒
事
」
／
第

二
部
＝
歌
舞
伎
に
親
し
む
Ⅱ

「
世
話
物
」
／
第
三
部
＝

「
源
氏
店
」【
出
演
】
澤
村

宗
之
助
、
中
村
京
妙
、
尾
上

緑
三
郎
ほ
か
【
入
場
料
】
全

席
指
定
三
〇
〇
〇
円
（
会
員

割
引
あ
り
）

▽
チ
ケ
ッ
ト
の
前
売
り
開
始

は
４
月　

日
午
後
１
時
か
ら

１４

（
会
員
先
行
予
約
は
協
会
の

み
で
午
前　

時
か
ら
）。
販

１０

売
窓
口
は
▼
文
化
・
交
流
協

会
文
化
係
（
初
日
は
電
話
予

約
の
み
）
▼
区
役
所
（
西
棟

二
階
近
畿
日
本
ツ
ー
リ
ス
ト

区
役
所
内
店
）
／
い
ず
れ

も
、
月
〜
金
（
祝
日
は
除

く
）
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

▼
地
域
区
民
セ
ン
タ
ー
七
カ

所
／
開
館
日
の
午
前
９
時
〜

午
後
８
時

　

問
い
合
わ
せ
は
、
文
化
・

交
流
協
会
文
化
係
@
５
３
１

１
‐
７
０
３
５
へ
。　

　

サ
ン
ブ
ラ
と
は
ス
ペ
イ
ン

語
で
「
夜
の
宴
」
と
い
う
意

味
。
ド
ラ
マ
チ
ッ
ク
な
フ
ラ

メ
ン
コ
を 
堪
能 
し
て
下
さ

た
ん
の
う

い
。（
区
後
援
）

　

【
日
時
】
６
月　

日
ª
午

３０

後
６
時　

分
開
演
（
６
時
開

３０

場
）【
会
場
】
杉
並
公
会
堂

（
上
荻
１
―　

―　

）【
入

２３

１５

場
料
】
Ｓ
席
六
五
〇
〇
円
、

Ａ
席
五
五
〇
〇
円
（
会
員
割

引
な
し
）
／
チ
ケ
ッ
ト
の
販

売
は
、
文
化
・
交
流
協
会
文

化
係
@
５
３
１
１
‐
７
０
３

５
（
祝
日
を
除
く
月
〜
金
曜

日
午
前
９
時
〜
午
後
５
時
）

で
発
売
中
。

　

問
い
合
わ
せ
は
、
ハ
ン
プ

ト
ン
ジ
ャ
パ
ン
@
０
２
７
３

‐
８
５
‐
４
９
４
４
へ
。　

※
売
上
金
の
一
部
は
杉
並
区

社
会
福
祉
協
議
会
に
寄
付

さ
れ
ま
す
。

未来へのアクセス� 個性個性
２１世紀に向けて　自分らしい生き方ができる社会を創ろう

　

男
女
平
等
参
画
社
会
を
め
ざ

し
、
女
性
問
題
を
考
え
る
広
報

誌
を
作
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

に
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

　

【
活
動
内
容
】
男
女
平
等
推

進
誌
「
ゆ
う
Ｃ
ａ
ｎ
」
の
編
集

な
ど
【
対
象
】
区
内
在
住
で　
２０

歳
以
上
の
方
（
主
に
日
中
活
動

で
き
る
方
）【
任
期
】
二
年

【
募
集
人
数
】
四
名
（
選
考
に

よ
り
決
定
し
ま
す
）

　

申
し
込
み
は
、
封
書
（
４
面

ハ
ガ
キ
記
入
例
参
照
）
に
職
業

と
応
募
動
機
（
四
〇
〇
字
程

度
）
も
書
い
て
、４
月　

日（
必

３０

着
）
ま
で
に
男
女
平
等
推
進
セ

ン
タ
ー
（
〒　

‐
０
０
５
１
荻

１６７

窪
１
―　

―
３
）
へ
。

５６

　

問
い
合
わ
せ
も
、
同
セ
ン
タ

ー
@

３
３
９
３
‐
４
４
１
０

へ
。

文化・交流協会の催し

e
男
女
平
等
推
進
セ
ン
タ
ー

広
報
編
集
委
員
募
集
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「
自
然
に
協
力
し
合
う
よ
う
に

なななななななななななななななななななななななななななななななななななななな
りりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりり
まままままままままままままままままままままままままままままままままままままま
しししししししししししししししししししししししししししししししししししししし
たたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたた
」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」

な
り
ま
し
た
」

新
貝
栄
市
さ
ん
、
和
華
子
さ
ん

（
高
円
寺
南
２
丁
目
）

　

新
貝
栄
市
さ
ん
・
和
華
子
さ

ん
は
、
二
人
で
協
力
し
て
子
育

て
を
し
な
が
ら
仕
事
を
続
け
て

い
ま
す
。

　

「
子
ど
も
が
生
ま
れ
る
と

き
、
妻
が
仕
事
も
続
け
た
い
と

い
う
こ
と
で
し
た
の
で
、
そ
れ

な
ら
ば
自
分
で
も
で
き
る
こ
と

は
し
て
い
こ
う
と
思
い
ま
し

た
」
と
言
う
栄
市
さ
ん
。
娘
の

友
紀
乃
ち
ゃ
ん
（
２
歳
）
を
保

育
園
に
送
っ
て
い
く
の
も
半
分

以
上
は
栄
市
さ
ん
で
す
。「
特

に
役
割
を
決
め
て
い
る
の
で
は

な
く
、
娘
が
『
今
日
は
パ
パ
と

行
く
』
と
言
え
ば
僕
が
連
れ
て

行
く
ん
で
す
」

　

そ
れ
で
も
最
初
は
抵
抗
が
あ

っ
た
そ
う
で
す
。「
や
は
り
お

母
さ
ん
が
行
く
と
い
う
イ
メ
ー

ジ
が
あ
り
ま
し
た
か
ら
。
で
も

お
母
さ
ん
方
や
保
育
士
さ
ん
、

近
所
の
人
た
ち
と
の
交
流
も
生

ま
れ
、
今
で
は
会
話
を
楽
し
む

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
他
の
お

父
さ
ん
た
ち
に
も
、
時
間
の
都

合
を
つ
け
て
来
て
ほ
し
い
で
す

ね
」

　

和
華
子
さ
ん
も
「
朝
は
慌
た

だ
し
い
の
で
助
か
っ
て
い
ま

す
。
娘
も
パ
パ
と
一
緒
に
行
く

よ
う
に
な
っ
て
喜
ん
で
ま
す
し

ね
」
と
栄
市
さ
ん
の
協
力
に
満

足
の
様
子
で
す
。

　

「
家
の
中
で
も
特
に
分
担
と

い
う
の
は
無
い
ん
で
す
。
相
手

が
忙
し
い
と
き
は
自
分
が
や
る

と
い
う
感
じ
で
。
僕
は
も
と
も

と
料
理
も
好
き
で
し
た
し
」
と

い
う
栄
市
さ
ん
に
和
華
子
さ
ん

は
「
私
が
作
る
よ
り
お
い
し
か

っ
た
り
す
る
ん
で
す
…
ち
ょ
っ

と
く
や
し
い
で
す
け
ど
」
と
笑

い
な
が
ら
答
え
ま
す
。

　

ご
く
自
然
に
協
力
し
合
う
新

貝
さ
ん
ご
夫
妻
。
お
互
い
を
思

い
や
る
気
持
ち
が
こ
う
し
た
協

力
関
係
を
築
き
あ
げ
て
い
る
よ

う
で
す
。

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

� � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � �

� � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � �

　

日
本
は
先
進
諸
国
の
中
で

も
、「
男
は
仕
事
、
女
は
家

庭
」
と
い
っ
た
固
定
的
な
役

割
分
業
観
が
根
強
く
残
っ
て

い
る
の
が
非
常
に
特
徴
的
で

す
。
性
別
に
と
ら
わ
れ
な
い

「
ジ
ェ
ン
ダ
ー
・
フ
リ
ー
」

の
観
点
か
ら
見
る
と
、
ま
だ

ま
だ
課
題
は
多
い
で
す
ね
。

　

認
識
の
不
十
分
さ
も
問
題

で
す
が
、
以
前
よ
り
は
女
性

の
社
会
参
加
が
進
み
、
育
児

や
家
事
に
積
極
的
に
参
加
す

る
男
性
が
増
え
る
な
ど
、
変

わ
っ
て
き
て
い
る
の
も
事
実

で
す
。
む
し
ろ
労
働
時
間
が

長
い
た
め
、
男
性
が
地
域
や

家
庭
で
何
か
し
よ
う
と
思
っ

て
も
時
間
が
な
い
と
い
う
よ

う
な
現
実
が
大
き
な
壁
に
な

っ
て
い
る
ん
で
す
。

　

こ
の
よ
う
な
現
状
を
変
え

て
い
く
た
め
に
は
、
国
や
自

治
体
が
率
先
し
て
男
性
も
女

性
も
仕
事
と
家
族
を
両
立
で

き
る
よ
う
な
シ
ス
テ
ム
を
作

っ
て
い
か
な
く
て
は
な
ら
な

い
で
し
ょ
う
。

　

も
ち
ろ
ん
、
個
人
レ
ベ
ル

で
も
家
庭
や
職
場
な
ど
身
近

な
と
こ
ろ
で
の
働
き
か
け
が

必
要
で
す
。
こ
れ
は
決
し
て

難
し
い
こ
と
で
は
な
い
は
ず

で
す
よ
。
実
際
、
定
年
退
職

を
機
に
、
夫
婦
の
役
割
を
見

直
し
て
い
る
ケ
ー
ス
な
ど
が

あ
り
ま
す
。

　

男
女
と
い
う
枠
組
み
に
と

ら
わ
れ
ず
、
一
人
ひ
と
り
が

何
を
し
た
い
の
か
と
い
う
自

分
の
生
き
方
を
見
つ
け
る
こ

と
で
、
本
来
の
能
力
や
個
性

を
発
揮
で
き
る
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。

男男男男男男男男男男男男男男男男男男男男男男男男男男男男男男男男女女女女女女女女女女女女女女女女女女女女女女女女女女女女女女女女のののののののののののののののののののののののののののののののの枠枠枠枠枠枠枠枠枠枠枠枠枠枠枠枠枠枠枠枠枠枠枠枠枠枠枠枠枠枠枠枠をををををををををををををををををををををををををををををををを越越越越越越越越越越越越越越越越越越越越越越越越越越越越越越越越ええええええええええええええええええええええええええええええええてててててててててててててててててててててててててててててててて男女の枠を越えて
個個個個個個個個個個個個個個個個個個個個個個個個個個個個個個個個性性性性性性性性性性性性性性性性性性性性性性性性性性性性性性性性豊豊豊豊豊豊豊豊豊豊豊豊豊豊豊豊豊豊豊豊豊豊豊豊豊豊豊豊豊豊豊豊かかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかなななななななななななななななななななななななななななななななな時時時時時時時時時時時時時時時時時時時時時時時時時時時時時時時時代代代代代代代代代代代代代代代代代代代代代代代代代代代代代代代代へへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへ個性豊かな時代へ

吉岡睦子さん（弁護士）

「
か
ぶ
き
は
と
も
だ
ち
」

サ
ン
ブ
ラ　
フ
ラ
メ
ン
コ

舞
踊
団
公
演

「
ア
ン
ダ
ル
シ
ア

―
情
熱
の
瞬
間
」

▲舞台「源氏店」より

　

日
本
の
女
性
が
初
め
て
参

政
権
を
行
使
し
た
昭
和　

年
２１

４
月　

日
を
記
念
し
て
、
昭

１０

和　

年
か
ら
こ
の
日
に
始
ま

２４
る
一
週
間
を
「
女
性
週
間
」

と
定
め
て
い
ま
す
。

●
女
性
週
間
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【
日
時
】
５
月
６
日
º
、
７

日
∂

午
前　

時
〜
午
後
３
時

１０

【
会
場
】
リ
サ
イ
ク
ル
ひ
ろ
ば

高
井
戸
（
高
井
戸
東
３
―
７
―

４
）【
募
集
区
画
】両
日
と
も
一

四
区
画
（
業
者
は
出
店
で
き
ま

せ
ん
）【
参
加
費
】一
〇
〇
〇
円

　

申
し
込
み
は
、
４
月　

日
午

２１

前　

時
か
ら
電
話
で
リ
サ
イ
ク

１０
ル
ひ
ろ
ば
高
井
戸
@
３
３
３
１

‐
４
３
６
０
へ
。

　

問
い
合
わ
せ
も
、
同
ひ
ろ
ば

へ
。

※
車
で
の
搬
出
入
・
来
場
は
で

き
ま
せ
ん
。

　

【
日
時
】
５
月　

日
∂
午
前

１４

　

時
〜
午
後
４
時
（
雨
天
の
場

１１合
は
、　

日
∂
に
延
期
・
区
後

２１

援
）【
会
場
】
荻
窪
タ
ウ
ン
セ

ブ
ン
二
階
ペ
デ
ス
ト
リ
ア
ン
デ

ッ
キ
、
八
階
屋
上
（
上
荻
１
―

　

杉
並
区
は
こ
れ
か
ら
の
ま
ち

づ
く
り
の
新
し
い
羅
針
盤
と
な

る
「
杉
並
区　

世
紀
ビ
ジ
ョ

２１

ン
」
づ
く
り
を
進
め
て
い
ま

す
。
そ
こ
で
、
区
内
の
児
童
・

生
徒
の
皆
さ
ん
に
、
こ
の
ビ
ジ

ョ
ン
づ
く
り
に
参
加
し
て
も
ら

う
た
め
、「
す
ぎ
な
み
の
未
来
」

を
創
造
力
豊
か
に
表
現
し
た
絵

画
作
品
を
募
集
し
ま
す
。

　

【
応
募
資
格
】
区
内
在
住
・

在
学
の
小
・
中
学
生
【
画
材
と

大
き
さ
】
画
材
は
自
由
、
大
き

さ
は　

⁄
×　

⁄
〜　

⁄
×　

４５

３０

５５

４０

⁄
【
応
募
方
法
】
作
品
の
裏
右

下
に
学
校
名
、
学
年
、
住
所
、

氏
名
（
ふ
り
が
な
）、
性
別
を

書
い
て
、
５
月
８
日
（
必
着
）

ま
で
に
企
画
課
（
区
役
所
東
棟

四
階
）
へ
郵
送
ま
た
は
持
参
し

て
く
だ
さ
い
（
応
募
作
品
は
返

却
し
ま
せ
ん
）。

　

全
応
募
作
品
の
中
か
ら
入

賞
、
佳
作
を
選
び
、
賞
状
と
記

念
品
を
贈
呈
し
ま
す
。
ま
た
、

応
募
者
全
員
に
参
加
賞
を
差
し

上
げ
ま
す
。

　

入
選
作
品
は
、
記
念
行
事

「
杉
並
か
ら
語
ろ
う
、
自
治
の

未
来
を
〜
杉
並
の
自
治
を
考
え

る
つ
ど
い
〜
」（
５
月　

日
２７

º
・　

日
∂
セ
シ
オ
ン
杉
並
）

２８

で
展
示
す
る
と
と
も
に
、　

世
２１

紀
ビ
ジ
ョ
ン
の
冊
子
の
挿
し
絵

な
ど
に
利
用
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。

　

応
募
先
・
問
い
合
わ
せ
は
、

企
画
課
へ
。

　

「
が
ん
ば
れ
！
こ
ど
も
エ

コ
ク
ラ
ブ
」
第
五
回
全
国
環

境
ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル

（
ú
日
本
環
境
協
会
、
毎
日

新
聞
社
な
ど
主
催
）
が
開
催

さ
れ
、
杉
森
中
学
校
三
年
生

の
岩
崎
晋
久
君
が
優
秀
賞
を

受
賞
し
ま
し
た
。
ま
た
、
森

川
志
帆
さ
ん
（
三
年
生
）、
松

原
幸
子
さ
ん
（
三
年
生
）、
粟

澤
理
君
（
三
年
生
）、
酒
向
麻

由
美
さ
ん
（
三
年
生
）
は
優

良
賞
を
受
賞
。
出
品
数
と
優

れ
た
作
品
の
多
さ
が
評
価
さ

れ
、
杉
森
中
学
校
も
学
校
賞

を
受
賞
し
ま
し
た
。

　
「
こ
ど
も
エ
コ
ク
ラ
ブ
」と
は
、

環
境
庁
が
小
・
中
学
生
の
、環

境
を
守
り
大
切
に
す
る
心
を

育
て
よ
う
と
始
め
た
環
境
活

動
推
進
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
す
。

　

全
国
か
ら
集
ま
っ
た
作
品

数
は
一
万
一
二
九
九
点
。
杉

森
中
学
校
は
三
六
点
を
出
品

し
ま
し
た
。

　

杉
森
中
学
校
で
は
、
美
術

の
授
業
の
中
で
、
環
境
へ
の

思
い
を
一
枚
の
ポ
ス
タ
ー
に

託
し
ま
し
た
。
受
賞
作
品
は

い
ず
れ
も
二
年
生
の
時
に
描

か
れ
た
も
の
で
す
。
優
秀
賞

の
岩
崎
君
は
「
こ
の
絵
で
僕

が
苦
労
し
た
の
は
、
二
カ
所

の
グ
ラ
デ
ー
シ
ョ
ン
で
す
。

下
の
方
は
う
ま
く
色
が
で
き

ず
に
何
回
も
塗
り
直
し
ま
し

た
。
上
の
方
は
文
字
を
消
さ

な
い
よ
う
に
塗
る
の
が
大
変

で
し
た
。
時
間
を
か
け
て
苦

労
し
て
描
い
た
分
、
そ
の
苦

労
が
報
わ
れ
て
優
秀
賞
と
い

う
大
き
な
賞
が
と
れ
て
本
当

に
う
れ
し
い
で
す
。」
と
話

し
て
い
ま
し
た
。

　

区
教
育
委
員
会
か
ら
は
、

受
賞
し
た
皆
さ
ん
と
杉
森
中

学
校
に
杉
並
区
立
学
校
文
化

栄
誉
顕
彰
が
贈
ら
れ
ま
し

た
。

▲優秀賞を受賞した岩崎君の作品

９
―
１
）　

◇
出
店
者
を
募
集
し
ま
す

　

【
対
象
】
区
内
在
住
・
在
勤

の
方
（
業
者
は
お
断
り
し
ま

す
）【
参
加
費
】
二
階
デ
ッ
キ

（
一
・
五
ｍ
四
方
）・
八
階
屋
上

（
二
ｍ
四
方
）
の
い
ず
れ
も
一

区
画
二
〇
〇
〇
円

　

申
し
込
み
は
、
往
復
ハ
ガ
キ

（
ハ
ガ
キ
記
入
例
参
照
）
に
出

店
希
望
場
所
も
書
い
て
、
４
月

　

日
（
必
着
）
ま
で
に
荻
窪
フ

２４リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
事
務
局
（
〒

　

‐
０
０
０
４
阿
佐
谷
南
３
―

１６６４
―　

―　

）
へ
。

１９

２０３

　

申
し
込
み
多
数
の
場
合
は
、

抽
選
。

　

問
い
合
わ
せ
も
、
同
事
務
局

@
３
３
９
８
‐
１
５
４
３
へ
。

　

フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
と
回
収

の
ほ
か
、
区
の
リ
サ
イ
ク
ル
担

当
者
と
家
庭
有
害
ゴ
ミ
対
策
に

つ
い
て
、
区
の
施
策
の
方
向
性

と
市
民
と
し
て
の
役
割
に
つ
い

て
考
え
ま
す
。（
区
後
援
）

　
【
日
時
・
会
場
】４
月　

日
∂

２３

①
午
前　

時
〜　

時
＝
リ
サ
イ

１０

１１

ク
ル
ひ
ろ
ば
高
井
戸
（
高
井
戸

東
３
―
７
―
４
）
②
午
前　

時
１１

　

分
〜
午
後
０
時　

分
＝
井
草

３０

３０

地
域
区
民
セ
ン
タ
ー
（
下
井
草

５
―
７
―　

）
③
午
後
１
時
〜

２２

２
時
＝
阿
佐
谷
地
域
区
民
セ
ン

タ
ー（
阿
佐
谷
南
１
―　

―　

）

４７

１７

　

問
い
合
わ
せ
は
、
杉
並
ア
ー

ス
デ
ィ
を
拡
げ
る
会
・
三
宅
@

３
３
３
３
‐
９
７
１
１
へ
。

　

【
日
時
】
５
月　

日
π
午
後

１７

６
時
開
演
（
５
時　

分
開
場
・

３０

区
後
援
）【
会
場
】
セ
シ
オ
ン
杉

並
（
梅
里
１
―　

―　

）【
内

２２

３２

容
】
第
一
部
＝
歌
謡
愛
好
者
に

よ
る
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
歌
謡
シ
ョ

ー（
出
演
者
募
集
。
カ
ラ
オ
ケ
、

踊
り
、
楽
器
演
奏
。
選
考
有
）

／
第
二
部
＝
宮
路
オ
サ
ム
シ
ョ

ー
（
歌
と
踊
り
）【
入
場
料
】
二

〇
〇
〇
円

　

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

は
、
宮
路
オ
サ
ム
チ
ャ
リ
テ
ィ

ー
コ
ン
サ
ー
ト
実
行
委
員
会
@

３
３
２
８
‐
０
０
０
８
へ
。

（
当
日
入
場
も
可
）

※
収
益
金
は
、
知
的
障
害
者
が

働
く
福
祉
作
業
所
に
贈
ら
れ

ま
す
。

　

【
日
時
】
５
月　

日
º
午
後

１３

５
時　

分
開
演
（
５
時
開
場
・

３０

区
後
援
）【
会
場
】
セ
シ
オ
ン

杉
並
（
梅
里
１
―　

―　

）

２２

３２

【
曲
目
】
月
下
の
一
群
、
ミ
ュ

ー
ジ
カ
ル
南
太
平
洋
ほ
か
【
定

員
】
五
七
〇
名
【
入
場
料
】
一

〇
〇
〇
円

　

問
い
合
わ
せ
は
、
ド
ン
ク
サ

ッ
ク
合
唱
団
・
早
武
@
５
７
０

２
‐
８
０
０
５
（
夜
間
）
へ
。

◇
三
〇
〇
名
を
招
待
し
ま
す

　

申
し
込
み
は
、
往
復
ハ
ガ
キ

（
ハ
ガ
キ
記
入
例
参
照
）
に
、

入
場
希
望
人
数
も
書
い
て
、
４

月　

日
（
消
印
有
効
）
ま
で
に

２５
同
合
唱
団
・
早
武
（
〒　

‐
０

１４２

０
４
１
品
川
区
戸
越
６
―　

―
２３

３
―　

）
へ
。

１０３

　

知
的
障
害
者
の
方
々
の
表
現

活
動
や
日
常
生
活
を
考
え
ま
す

（
区
後
援
）

　

【
日
時
】
４
月　

日
ª
午
後

２１

７
時
開
演
（
６
時　

分
開
場
）

３０

【
会
場
】
下
高
井
戸
シ
ネ
マ

（
世
田
谷
区
松
原
３
―　

―
２７

　

）【
内
容
】
A
ド
キ
ュ
メ
ン

２６タ
リ
ー
映
画
「
ま
ひ
る
の
ほ

し
」
B
映
画
監
督
・
佐
藤
真
さ

ん
、
北
海
道
医
療
福
祉
大
学
教

授
・
横
井
寿
之
さ
ん
に
よ
る
講

演
【
入
場
料
】
一
八
〇
〇
円

（
前
売
り
の
み
）

　

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
は
、

優
れ
た
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
を

観
る
会
@
５
３
４
３
‐
３
１
０

１
へ
。

　

【
日
時
】
４
月　

日
〜　

年

２１

１３

２
月　

日
【
会
場
】
中
央
図
書

１４

館（
荻
窪
３
―　

―　

）【
内
容
】

４０

２３

作
家
・
近
藤
富
枝
さ
ん
の
仕
事

を
七
つ
の
パ
ー
ト
に
分
け
、
そ

の
全
容
と
広
が
り
を
初
版
本
と

直
筆
原
稿
、
写
真
、
書
簡
な
ど

で
展
示
紹
介
し
ま
す
。

　

問
い
合
わ
せ
は
、
中
央
図
書

館
@

３
３
９
１
‐
５
７
６
８

へ
。

　

【
日
時
】
５
月　

日
∂
午
後

１４

１
時　

分
開
演
（
１
時
開
場
）

３０

【
会
場
】
大
田
黒
公
園
記
念
館

（
荻
窪
３
―　

―　

）【
出
演
】

３３

１２

フ
ル
ー
ト
＝
齊
藤
賀
雄
、
チ
ェ

ロ
＝
木
村
隆
哉
（
い
ず
れ
も
読

売
日
本
交
響
楽
団
員
）
／
ピ
ア

ノ
＝
小
澤
玲
子
【
曲
目
】
サ
ン

サ
ー
ン
ス
の
白
鳥
な
ど
チ
ェ
ロ

の
名
曲
【
定
員
】
五
〇
名
【
参

加
費
】
一
〇
〇
〇
円

　

申
し
込
み
は
、
往
復
ハ
ガ
キ

（
ハ
ガ
キ
記
入
例
参
照
）
で
、

４
月　

日
（
必
着
）
ま
で
に
座
・

２０

大
田
黒
・
貝
田
嘉
子
（
〒　

‐
１６７

０
０
５
１
荻
窪
３
―　

―
６
）

３２

へ
。申
し
込
み
多
数
の
場
合
は
、

抽
選
。

　

問
い
合
わ
せ
も
、
貝
田
@
５

９
３
０
‐
０
９
６
８
へ
。

　

【
日
時
】
５
月　

日
∏
午
後

３０

５
時　

分
開
演
（
区
後
援
）

３０

【
会
場
】
杉
並
公
会
堂
（
上
荻

１
―　

―　

）【
出
演
】
渥
美

２３

１５

二
郎
、
鏡
五
郎
、
西
方
裕
之
、

裕
子
と
弥
生
、
司
会
＝
田
島
喜

男
【
入
場
料
】
Ｓ
席
＝
六
〇
〇

〇
円
、
Ａ
席
＝
五
五
〇
〇
円

　

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
は
、

渥
美
二
郎
後
援
会
事
務
局
@
３

２
３
４
‐
０
４
６
４
へ
。

※
収
益
金
は
全
額
、
日
本
赤
十

字
社
と
神
戸
新
聞
く
す
の
き

基
金
に
寄
付
し
ま
す
。

　

【
日
時
】
４
月　

日
º
午
後

２２

３
時
〜
４
時
【
会
場
】
善
福
寺

児
童
館（
善
福
寺
１
―　

―
９
）

１８

【
内
容
】
ク
ラ
シ
ッ
ク
の
名
曲

か
ら
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
ま
で

　

問
い
合
わ
せ
は
、
同
児
童
館

@
３
３
９
５
‐
１
５
７
６
へ
。

　

【
日
時
】
４
月　

日
π
か
ら

１９

　

日
∂
の
午
前　

時
〜
午
後
６

２３

１０

時
（　

日
は
正
午
か
ら
／　

日

１９

２３

は
午
後
３
時
ま
で
・
区
後
援
）

【
会
場
】
セ
シ
オ
ン
杉
並
（
梅

里
１
―　

―　

）【
内
容
】
炎
彩

２２

３２

画
・
七
宝
焼
・
陶
芸
・
絵
手
紙

ほ
か
【
入
場
料
】
無
料

　

希
望
者
は
、
直
接
会
場
へ
。

　

問
い
合
わ
せ
は
、
生
涯
学
習

振
興
会
・
神
守
@
３
２
４
７
‐

０
６
４
６
へ
。

フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
�

リ
サ
イ
ク
ル
ひ
ろ
ば
高
井
戸

in

�
杉
並
ア
ー
ス
デ
ィ

有
害
ゴ
ミ
を
考
え
る

e

荻
窪
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト

�
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
コ
ン
サ
ー
ト

�
杉
並

宮
路
オ
サ
ム
シ
ョ
ー

e

in

ド
ン
ク
サ
ッ
ク
合
唱
団

自
前
音
楽
会

「
ま
ひ
る
の
ほ
し
」上
映
会

近
藤
富
枝
展

座
・
大
田
黒

お
し
ゃ
べ
り
コ
ン
サ
ー
ト

チ
ェ
ロ
を
ゲ
ス
ト
に
迎
え
て

�
阪
神
・
淡
路
大
震
災
救
援

第
６
回
人
仁
の
会

チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
コ
ン
サ
ー
ト

e�
杉
並
弦
楽
合
奏
団

フ
ァ
ミ
リ
ー
コ
ン
サ
ー
ト

e
生
涯
学
習
ア
ー
ト
展

�
�
�
�
�
�
�
�
�

わ
た
し
た
ち
の
�
ま
ち
�

「
す
ぎ
な
み
の
未
来
」
絵
画
作
品

募
集
し
ま
す

全
国
環
境
ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル
で

優
秀
賞
受
賞

学学学学学学学学学学学 校校校校校校校校校校校 通通通通通通通通通通通 信信信信信信信信信信信

杉
森
中
学
校
三
年
生　

岩
崎
晋
久
君

催
し

●往復ハガキには返信用
のあて先も記入を

●あて先は各記事の申込
先

●託児（３歳～就学前）の
ある行事は、託児希望
の有無、お子さんの氏
名・年齢・性別も記入

ハガキ記入例

A行事名
B住所
C氏名（フリガナ）
D年齢
E性別
F電話番号

（１人１枚）

行 事
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●　 平成１２（２０００）年４月１１日（火曜日）５

　

さ
ま
ざ
ま
な
交
通
問
題
を
、

制
度
の
紹
介
を
と
お
し
て
、
逆

転
の
発
想
で
見
つ
め
て
い
き
ま

す
。（
区
共
催
）

　

【
日
時
】
５
月　

日
〜
７
月

１１

　

日
の
毎
週
木
曜
日
午
後
３
時

１３
　

分
〜
５
時　

分
（
全
一
〇

３０

３０

回
）【
会
場
】
東
京
女
子
大
学

（
善
福
寺
２
―
６
―
１
）【
講

師
】
同
大
学
助
教
授
・
竹
内
健

蔵
さ
ん
【
定
員
】
二
五
〇
名

【
参
加
費
】
無
料

　

申
し
込
み
は
、
往
復
ハ
ガ
キ

（
４
面
ハ
ガ
キ
記
入
例
参
照
）

で
、
４
月　

日
（
必
着
）
ま
で

２０

に
社
会
教
育
セ
ン
タ
ー
（
〒　
１６６

‐
０
０
１
１
梅
里
１
―　

―
２２

　

）
へ
。
申
し
込
み
多
数
の
場

３２合
は
、
抽
選
。

　

問
い
合
わ
せ
も
、
同
セ
ン
タ

ー
@

３
３
１
７
‐
６
６
２
１

へ
。

　

【
日
時
】
５
月　

日
º
午
後

１３

１
時
〜
４
時
【
会
場
】
高
井
戸

保
健
セ
ン
タ
ー
（
高
井
戸
東
３

―　

―
３
）【
定
員
】
二
〇
名

２０

　

申
し
込
み
は
、
往
復
ハ
ガ
キ

（
４
面
ハ
ガ
キ
記
入
例
参
照
）

に
出
産
予
定
日
も
書
い
て
、
４

月　

日
（
必
着
）
ま
で
に
同
セ

２０
ン
タ
ー
へ
。
申
し
込
み
多
数
の

場
合
は
、
抽
選
。

　

問
い
合
わ
せ
も
同
セ
ン
タ
ー

@
３
３
３
４
‐
４
３
０
４
へ
。

　

【
日
時
】
４
月　

日
∫
午
前

２０

　

時
〜
正
午
【
会
場
】
荻
窪
保

１０健
セ
ン
タ
ー
（
荻
窪
５
―　

―
２０

１
）【
内
容
】
講
義
と
調
理
実

演
・
試
食
【
対
象
】
区
内
在
住

の
方
【
定
員
】
三
〇
名
【
参
加

費
】
無
料

　

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

は
、
同
保
健
セ
ン
タ
ー
@
３
３

９
１
‐
０
０
１
５
へ
。
定
員
に

な
り
次
第
締
め
切
り
。

　

【
日
時
】
５
月　

日
〜　

年

２０

１３

３
月
ま
で
の
毎
月
第
一
・
三
土

曜
日
の
午
後
２
時
〜
４
時
（
計

二
〇
回
）【
会
場
】
障
害
者
福

祉
会
館
【
対
象
】
区
内
在
住
・

在
勤
・
在
学
の
方
【
講
師
】
円

山
み
ち
子
さ
ん
【
定
員
】
三
〇

名
【
受
講
料
】
無
料
（
教
材
費

一
五
〇
〇
円
程
度
は
自
己
負

担
）

　

申
し
込
み
は
、
往
復
ハ
ガ
キ

（
４
面
ハ
ガ
キ
記
入
例
参
照
）

に
区
外
在
住
者
は
勤
務
先
ま
た

は
学
校
名
も
書
い
て
、
４
月　
２５

日
（
必
着
）
ま
で
に
障
害
者
福

祉
会
館
運
営
協
議
会
事
務
局

（
〒　

―
０
０
７
２
高
井
戸
東

１６８

４
―　

―
５
）
へ
。
申
し
込
み

１０

多
数
の
場
合
は
、
抽
選
。

　

問
い
合
わ
せ
も
、
同
事
務
局

@
３
３
３
２
‐
６
１
２
１
�
３
FAX

３
３
５
‐
３
５
８
１
へ
。

　

【
日
時
】
４
月　

日
∑
午
後

２４

１
時　

分
〜
４
時
【
会
場
】
高

３０

井
戸
保
健
セ
ン
タ
ー
（
高
井
戸

東
３
―　

―
３
）【
講
師
】
せ

２０

ん
ぽ
東
京
高
輪
病
院
内
科
医

師
・
出
川
敏
行
さ
ん
【
対
象
】

糖
尿
病
に
関
心
の
あ
る
方
【
定

員
】
三
〇
名
【
参
加
費
】
無
料

　

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

は
、
同
保
健
セ
ン
タ
ー
@
３
３

３
４
‐
４
３
０
４
へ
。
定
員
に

な
り
次
第
締
め
切
り
。

　

【
日
時
】
４
月　

日
∂
午
後

２３

１
時　

分
〜
４
時
（
区
後
援
）

３０

【
会
場
】
阿
佐
谷
地
域
区
民
セ

ン
タ
ー
（
阿
佐
谷
南
１
―　

―
４７

　

）【
講
師
】
日
本
民
俗
学
会
会

１７員
・
森
宏
太
郎
さ
ん
【
定
員
】

七
〇
名
【
参
加
費
】
五
〇
〇
円

　

希
望
者
は
、
直
接
会
場
へ
。

　

問
い
合
わ
せ
は
、
杉
並
郷
土

史
会
・
原
田
弘
@
３
３
１
２
‐

６
６
２
３
（
な
る
べ
く
夜
間
）

へ
。

　

【
日
時
】
５
月　

日
〜
７
月

１３

　

日
の
毎
週
土
曜
日
午
後
２
時

１５〜
４
時
（
全
一
〇
回
）【
会
場
】

阿
佐
谷
地
域
区
民
セ
ン
タ
ー

（
阿
佐
谷
南
１
―　

―　

）

４７

１７

【
対
象
】
区
内
在
住
・
在
勤
・

在
学
の
外
国
人
の
方
【
定
員
】

四
八
名
【
参
加
費
】
一
〇
〇
〇

円
（
一
〇
回
分
）

　

申
し
込
み
は
、
所
定
の
申
込

用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、

４
月　

日
（
消
印
有
効
）
ま
で

２１

に
杉
並
区
文
化
・
交
流
協
会

（
〒　

‐
０
０
０
４
阿
佐
谷
南

１６６

１
―　

―
２
）
へ
。
申
し
込
み

１４

多
数
の
場
合
は
、
抽
選
。

　

問
い
合
わ
せ
も
、
同
協
会
@

５
３
７
８
‐
８
８
３
３
へ
。

※
申
込
用
紙
は
、
同
協
会
に
あ

り
ま
す
。

　

【
日
時
】
５
月
８
日
∑
〜　
２３

日
∏
（
土
・
日
曜
日
を
除
く
一

二
日
間
）
の
午
前　

時
〜
午
後

１０

４
時
【
会
場
】
東
京
都
高
年
齢

者
就
業
セ
ン
タ
ー
（
千
代
田
区

飯
田
橋
３
―　

―
３
シ
ニ
ア
ワ

１０

ー
ク
東
京
内
＝
Ｊ
Ｒ
中
央
線
飯

田
橋
駅
下
車
徒
歩
七
分
）【
対

象
】　

歳
以
上
で
、
講
習
修
了

６０

後
õ
杉
並
区
シ
ル
バ
ー
人
材
セ

ン
タ
ー
に
入
会
し
、
就
業
で
き

る
方
【
定
員
】
若
干
名
【
参
加

費
】
無
料

　

申
し
込
み
は
、
往
復
ハ
ガ
キ

（
４
面
ハ
ガ
キ
記
入
例
参
照
）

に
生
年
月
日
も
書
い
て
、
４
月

　

日
（
消
印
有
効
）
ま
で
に
ú

１７東
京
都
高
齢
者
事
業
振
興
財
団

（
〒　

‐
０
０
７
２
千
代
田
区

１０２

飯
田
橋
３
―　

―
３
）
へ
。

１０

　

問
い
合
わ
せ
も
、
同
財
団
@

５
２
１
１
‐
２
３
２
７
へ
。

◇
ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
（
常

勤
）

　

【
勤
務
内
容
】
介
護
保
険
の

ケ
ア
プ
ラ
ン
作
成
な
ど
【
勤
務

条
件
】
週
四
〇
時
間
（
月
〜
金

曜
日
）
給
料
・
諸
手
当
は
当
公

社
給
与
規
程
に
よ
る
【
応
募
資

格
】
五
〇
歳
未
満
で
ケ
ア
マ
ネ

ー
ジ
ャ
ー
（
介
護
支
援
専
門

員
）
の
資
格
の
あ
る
方
【
採
用

人
数
】
一
名
【
採
用
時
期
】
５

月◇
登
録
ヘ
ル
パ
ー

　

【
勤
務
内
容
】
介
護
保
険
訪

問
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
な
ど

【
報
酬
】
時
給
一
五
〇
〇
円

【
応
募
資
格
】
区
内
在
住
で
介

護
福
祉
士
ま
た
は
訪
問
介
護
員

養
成
研
修
二
級
課
程
以
上
修
了

者
で
介
護
の
実
務
経
験
三
年
以

上
の
方
（
４
月
１
日
現
在
で
六

〇
歳
未
満
）【
募
集
人
員
】
一

〇
名
【
採
用
時
期
】
５
月

　
　
　
　
　

☆

　

い
ず
れ
も
申
し
込
み
は
、
履

歴
書
に
資
格
証
明
書
の
写
し
を

添
え
て
４
月　

日
（
必
着
）
ま

２１

で
に
ú
杉
並
区
さ
ん
あ
い
公
社

（
〒　

‐
０
０
０
４
阿
佐
谷
南

１６６

１
―　

―
７
杉
並
区
社
会
福
祉

１６

会
館
六
階
）
へ
郵
送
ま
た
は
持

参
。

　

問
い
合
わ
せ
も
、
同
公
社
@

５
３
０
６
‐
３
１
３
５
へ
。

※
封
書
の
表
に
応
募
職
種
を
朱

書
き
し
て
く
だ
さ
い
。

　

杉
並
区
は
、
平
成　

年
度
に

１１

厚
生
省
の
「
年
長
児
童
育
成
の

街
試
行
事
業
」
の
モ
デ
ル
都
市

に
指
定
さ
れ
、
昨
年
９
月
に

中
・
高
校
生
一
二
名
に
よ
る

「
子
ど
も
委
員
会
」
を
発
足
さ

せ
ま
し
た
。　

中
・
高
校
生
に
よ

る
自
主
的
な
企
画
・
運
営
を
主

体
と
し
た
活
動
を
行
い
、
区
の

年
長
児
童
に
対
す
る
施
策
作
り

に
参
加
す
る
委
員
を
募
集
し
ま

す
。

　

【
対
象
】
区
内
在
住
の
中
学

一
年
生
〜
高
校
二
年
生
【
任

期
】
二
年
【
会
議
】
月
一
回
程

度
【
募
集
人
員
】
四
名
以
内

　

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

は
、
４
月　

日
ま
で
に
電
話
で

２８

女
性
・
青
少
年
課
へ
。

※
申
し
込
み
を
し
た
方
に
は
ア

ン
ケ
ー
ト
に
答
え
て
い
た
だ

き
、
選
考
に
よ
り
決
定
し
ま

す
。

　
　

月
１
日
に
行
わ
れ
る
２
０

１０
０
０
年
（
平
成　

年
）
国
勢
調

１２

査
の
調
査
員
を
募
集
し
ま
す
。

　

【
従
事
期
間
】
８
月
下
旬
〜

　

月
下
旬
【
勤
務
内
容
】
担
当

１０す
る
調
査
地
域
で
の
調
査
票
の

戸
別
配
布
、
回
収
、
検
査
、
調

査
書
類
の
作
成
、
打
合
せ
会
へ

の
出
席
な
ど
【
対
象
】
①　

歳
２０

以
上
の
方
で
責
任
を
持
っ
て
調

査
事
務
の
で
き
る
方
②
調
査
上

知
り
得
た
秘
密
の
保
護
に
関
し

て
信
頼
の
お
け
る
方
③
税
務
・

警
察
に
直
接
関
係
の
な
い
方

④
選
挙
に
直
接
関
係
の
な
い
方

⑤
実
際
に
調
査
事
務
の
で
き
る

方
【
報
酬
】
一
調
査
区
当
た
り

五
万
円
程
度

　

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

は
、
生
活
経
済
部
管
理
課
統
計

係
へ
。

　

区
で
は
、
家
庭
か
ら
出
る
ご

み
の
減
量
と
資
源
の
有
効
利
用

を
目
的
に
、
コ
ン
ポ
ス
ト
容
器

の
購
入
費
助
成
を
行
っ
て
い
ま

す
。

　

コ
ン
ポ
ス
ト
容
器
は
、
生
ご

み
や
落
葉
な
ど
を
、
土
の
中
の

微
生
物
の
は
た
ら
き
に
よ
り
堆

肥
に
つ
く
り
か
え
る
も
の
で

す
。

　

助
成
額
は
、
あ
っ
せ
ん
価
格

の
半
額
で
す
。
受
け
付
け
は
随

時
行
っ
て
い
ま
す
が
、
一
世
帯

あ
た
り
年
度
内
に
一
個
、
三
年

度
内
に
二
個
と
な
っ
て
い
ま
す

（
年
間
予
算
の
枠
内
と
な
り
ま

す
の
で
、
年
度
途
中
で
、
締
め

切
る
場
合
も
あ
り
ま
す
）。
ま

た
、
同
一
年
度
内
に
、
コ
ン
ポ

ス
ト
容
器
と
電
気
式
の
生
ご
み

処
理
機
（
４
月　

日
付
広
報
で

２１

募
集
予
定
）
両
方
の
助
成
申
請

は
で
き
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く

だ
さ
い
。

　

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
は
、

リ
サ
イ
ク
ル
推
進
係
へ
。

　

幅
が
一
・
二
¤
以
上
で
、
公

共
性
の
あ
る
私
道
に
つ
い
て
は

助
成
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

　

舗
装
工
事
（
区
の
全
額
負
担

で
施
工
を
し
ま
す
）、
雨
水
ま

す
の
清
掃
（
無
料
で
行
い
ま

す
）、
排
水
設
備
（
下
水
道
本

管
）
の
新
設
工
事
お
よ
び
老
朽

化
、
な
ど
に
よ
る
改
修
工
事
の

費
用
を
助
成
し
ま
す
。

　

工
事
内
容
、
助
成
割
合
、
申

し
込
み
方
法
な
ど
の
問
い
合
わ

せ
は
、
工
事
第
一
課
（
成
田
東

３
―　

―　

@
３
３
１
５
‐
４

１７

３０

１
７
８
）、
工
事
第
二
課
（
下

井
草
４
―　

―
８
@
３
３
９
５

２１

‐
４
３
０
８
）
の
各
工
務
係
へ
。

　

交
通
災
害
共
済
は
、
区
民
の

皆
さ
ん
が
交
通
事
故
に
あ
っ
た

と
き
に
、
見
舞
金
を
支
給
す
る

制
度
で
す
。　

区
が
共
同
で
行

２３

っ
て
い
ま
す
。

◇
加
入
で
き
る
方

　
　

区
に
住
所
の
あ
る
方
（
年

２３
齢
制
限
は
あ
り
ま
せ
ん
）

◇
掛
金

　

年
額
五
〇
〇
円
・
一
〇
〇
〇

円
・
二
〇
〇
〇
円
の
う
ち
、
い

ず
れ
か
一
コ
ー
ス
を
選
択
。

◇
見
舞
金

　

コ
ー
ス
別
に
、
交
通
災
害
の

程
度
に
よ
り
、
一
万
円
か
ら
六

〇
〇
万
円
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

◇
共
済
期
間

　

加
入
日
の
翌
日
か
ら
翌
年
の

同
月
の
末
日
ま
で
。

◇
対
象
と
な
る
交
通
事
故

　

国
内
外
を
問
わ
ず
、自
動
車
、

バ
イ
ク
、
自
転
車
な
ど
の
交
通

に
よ
る
人
身
事
故
が
対
象
。

◇
加
入
手
続
き

　

区
内
の
金
融
機
関
・
郵
便
局

ま
た
は
交
通
災
害
共
済
窓
口

（
区
役
所
西
棟
七
階
）
へ
。

　

問
い
合
わ
せ
も
、
同
窓
口

へ
。

掲示板 講
座
・

　

講
演

�
東
京
女
子
大
学
公
開
講
座

交
通
問
題
の
常
識
非
常
識

e

土
曜
日
の
パ
パ
マ
マ
学
級

忙
し
い
朝
で
も
す
ぐ
作
れ
る

バ
ラ
ン
ス
ク
ッ
キ
ン
グ

初
心
者
向
け
点
字
講
習
会

�
外
国
人
向
け

日
本
語
交
流
講
座

e

�
高
齢
者
の
た
め
の

実
践
セ
ミ
ナ
ー

芝
生
の
手
入
れ
と
除
草

e

�
郷
土
史
講
座

日
本
の
「
食
」
に
つ
い
て

民
俗
学
か
ら
見
た
食
文
化

e

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

ú
杉
並
区

さ
ん
あ
い
公
社
職
員

「
子
ど
も
委
員
会
」委
員

国
勢
調
査
員

コ
ン
ポ
ス
ト
容
器
の

購
入
費
の
助
成

私
道
の
舗
装
工
事
・
雨
水
ま

す
の
清
掃
・
下
水
道
排
水
設

備
工
事
費
を
助
成
し
ま
す

交
通
災
害
共
済
に

加
入
し
ま
し
ょ
う

４
月
の
糖
尿
病
講
習
会

　ゆう杉並（荻窪１丁目）で行わ
れた「ＡＣＴＩＶＥ・ＦＥＳＴＡ２０００～
僕らのリュックは新世紀～」は、
中・高校生がアイデアを出し合っ
て企画したお祭りです。和風喫茶
「大和撫子」では、前の日から準
備したクッキーや和菓子を和服姿
の高校生がふるまい訪れた人たち
の目と舌を楽しませていました
―３月２５日、写す。

手作りお菓子で
おもてなし
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ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
振
興

す
る
た
め
の
資
金
作
り
と
し

て
、
使
用
済
み
切
手
等
の
回
収

に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

　

【
回
収
品
】
①
使
用
済
み
切

手
（
は
が
さ
ず
に
、
周
囲
五
〜

一
〇
Ÿ
残
し
て
）
②
使
用
済
み

テ
レ
ホ
ン
カ
ー
ド
・
メ
ト
ロ
カ

ー
ド
・
オ
レ
ン
ジ
カ
ー
ド
③
ロ

ー
タ
ス
ク
ー
ポ
ン
④
書
き
損
じ

ハ
ガ
キ
⑤
外
貨
【
回
収
場
所
】

①
福
祉
課
福
祉
係
（
区
役
所
東

棟
三
階
）
②
杉
並
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
セ
ン
タ
ー
（
阿
佐
谷
南
１
―

　

―
８
）

１４
　

問
い
合
わ
せ
も
、
福
祉
係
ま

た
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ

ー
@

５
３
０
６
‐
３
９
３
９

へ
。

　

４
月
１
日
よ
り
、
６
歳
未
満

の
子
ど
も
が
乗
車
す
る
際
の
チ

ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
の
着
用
が
、

義
務
化
さ
れ
ま
し
た
。
し
か

し
、
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
は
正

し
く
取
り
付
け
な
け
れ
ば
本
来

の
効
果
が
発
揮
さ
れ
ま
せ
ん
。

ま
た
、
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
は

そ
の
種
類
や
製
品
、
車
の
構
造

な
ど
に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す
の

で
、
必
ず
取
扱
説
明
書
を
よ
く

読
み
、
き
ち
ん
と
固
定
し
て
使

用
し
て
く
だ
さ
い
。

◇
取
り
付
け
時
の
チ
ェ
ッ
ク

A
エ
ア
バ
ッ
グ
が
助
手
席
に
付

い
て
い
る
場
合
は
、
後
部
座
席

に
取
り
付
け
る
。

B
体
重
が
一
〇
Ë
未
満
の
子
ど

も
は
、
で
き
る
だ
け
後
部
座
席

に
、
後
ろ
向
き
に
し
て
取
り
付

け
る
。

C
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
を
力
一

杯
ゆ
す
っ
て
み
て
、
前
後
、
左

右
に
ぐ
ら
つ
く
よ
う
な
ら
、
再

度
固
定
し
直
す
。

　

問
い
合
わ
せ
は
、
計
画
調
整

課
ま
た
は
各
警
察
署
（
杉
並
@

３
３
１
４
‐
０
１
１
０
／
高
井

戸
@
３
３
３
２
‐
０
１
１
０
／

荻
窪
@

３
３
９
７
‐
０
１
１

０
）
へ
。

　

平
成
３
年
度
以
来
、
学
生
も

国
民
年
金
へ
の
加
入
が
義
務
づ

け
ら
れ
ま
し
た
が
、
大
多
数
の

●写っている方／希望者には写真を差し上げます。広報課まで連絡を。�

　

健
康
学
園
は
、
南
伊
豆
の
豊

か
な
自
然
の
中
で
、
健
康
の
回

復
と
体
力
の
増
進
を
図
り
な
が

ら
学
ぶ
、全
寮
制
の
学
園
で
す
。

磯
学
習
・
山
登
り
・
海
で
の
水
泳

・
ホ
タ
ル
や
星
を
見
る
会
な
ど
、

都
会
で
は
得
ら
れ
な
い
自
然
と

か
か
わ
る
体
験
的
な
活
動
を
数

多
く
取
り
入
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
区
内
の
小
学
校
と
同

じ
内
容
の
勉
強
を
、
少
人
数
学

級
（
二
〇
名
以
内
）
の
特
色
を

生
か
し
た
き
め
細
か
な
指
導
で

行
い
ま
す
。
自
ら
学
習
す
る
力

や
、
自
立
性
、
社
会
性
を
育

て
、
学
習
面
で
の
力
も
着
実
に

付
け
て
い
き
ま
す
。

　

家
族
の
も
と
を
離
れ
、
温
暖

な
気
候
と
あ
ふ
れ
る
自
然
の
中

で
生
活
す
る
う
ち
に
、
子
ど
も

た
ち
は
心
も
体
も
た
く
ま
し
く

成
長
し
て
い
き
ま
す
。

　

【
入
園
対
象
】
区
立
小
学
校

に
在
学
す
る
三
〜
六
年
生
で
、

肥
満
、
ぜ
ん
息
、
偏
食
、
虚
弱

の
児
童
【
入
園
期
間
】
５
月
〜

　

年
３
月
【
費
用
】
月
額
約
二

１３万
八
〇
〇
〇
円
（
食
費
・
雑
費
）

【
入
園
申
込
】　

年
４
月　

日

１２

１４

ま
で
に
各
小
学
校
へ

　

問
い
合
わ
せ
は
、
就
学
奨
励

係
へ
。

南
伊
豆
健
康
学
園
５
月
入
園
児
童
募
集

　

区
の
窓
口
や
業
務
の
内
容

な
ど
を
掲
載
し
て
い
る
暮
ら

し
の
情
報
紙
「
わ
た
し
の
便

利
帳
」
は
、
４
月
か
ら
始
ま

っ
た
介
護
保
険
事
業
、
特
別

区
制
度
改
革
に
よ
り
区
に
移

管
さ
れ
た
清
掃
事
業
な
ど
新

た
な
事
業
を
盛
り
込
ん
で
た

だ
い
ま
編
集
作
業
中
で
す
。

発
行
ま
で
も
う
し
ば
ら
く
お

待
ち
く
だ
さ
い
。

　

９
月
ご
ろ
、
新
し
い
「
わ

た
し
の
便
利
帳
」
を
お
届
け

す
る
ま
で
、
現
在
お
手
元
に

あ
る
９
・　

年
度
版
を
ご
利

１０

用
く
だ
さ
い
。

　

問
い
合
わ
せ
は
、
広
報
課

へ
。

学
生
に
は
所
得
が
な
く
、
保
険

料
は
親
が
支
払
う
例
が
多
く
な

っ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
親

の
負
担
を
解
消
し
、
学
生
が
社

会
人
に
な
っ
て
か
ら
保
険
料
を

納
付
で
き
る
よ
う
に
す
る
た

め
、
従
来
の
学
生
免
除
制
度
を

改
め
、
本
年
４
月
か
ら
学
生
の

納
付
特
例
制
度
が
創
設
さ
れ
ま

し
た
。

　

主
な
制
度
の
内
容
は
、

①
昼
間
部
の
大
学
、
短
大
お
よ

び
学
校
法
人
の
専
門
学
校
の
学

生
で
あ
っ
て
本
人
所
得
が
一
定

所
得
以
下
の
方
に
つ
い
て
、
申

請
に
基
づ
き
、
保
険
料
の
納
付

を
要
し
な
い
も
の
と
し
ま
す
。

な
お
、
学
生
納
付
特
例
期
間
の

各
月
か
ら
一
〇
年
間
は
、
保
険

料
を
追
納
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

②
学
生
納
付
特
例
期
間
は
、
保

険
料
が
追
納
さ
れ
な
い
場
合
、

老
齢
基
礎
年
金
の
額
の
計
算
に

反
映
さ
れ
ま
せ
ん
が
、
年
金
の

受
給
資
格
期
間
に
は
反
映
さ
れ

ま
す
。

③
学
生
納
付
特
例
期
間
中
の
障

害
事
故
に
つ
い
て
は
、
障
害
の

程
度
に
応
じ
障
害
基
礎
年
金
が

満
額
支
給
さ
れ
ま
す
。

　

申
請
は
、
国
民
年
金
課
（
区

役
所
中
棟
二
階
）
へ
。
郵
送
も

可
。
申
請
の
際
に
は
学
生
証
、

年
金
手
帳
、
印
鑑
、
学
生
本
人

に
所
得
が
あ
る
場
合
は
、
学
生

本
人
の
平
成　

年
分
源
泉
徴
収

１１

票
ま
た
は
確
定
申
告
書
の
控
え

（
コ
ピ
ー
可
）
を
お
持
ち
く
だ

さ
い
。

　

問
い
合
わ
せ
は
、
国
民
年
金

課
へ
。

　

４
月
１
日
か
ら
ケ
ー
ブ
ル
テ

レ
ビ
で
放
映
が
始
ま
っ
た
週
間

情
報
番
組
「
す
ぎ
な
み
ニ
ュ
ー

ス
」
―
区
内
の
さ
ま
ざ
ま
な
情

報
を
タ
イ
ム
リ
ー
に
お
知
ら
せ

し
て
い
き
ま
す
。

　

こ
の
番
組
の
中
に
、
毎
回

「
ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
手
話
」
の
コ

ー
ナ
ー
を
設
け
ま
し
た
。
レ
ポ

ー
タ
ー
の
奥
角
真
名
さ
ん
が
、

皆
さ
ん
と
一
緒
に
手
話
の
勉
強

を
し
て
い
き
ま
す
。

　

放
送
は
、
ジ
ェ
イ
コ
ム
東
京

チ
ャ
ン
ネ
ル
２
（
杉
並
チ
ャ
ン

ネ
ル
）
で
、
午
前
９
時
〜
、
正

午
〜
、
午
後
７
時
〜
、
各
一
五

分
間
放
映
し
ま
す
。

　

問
い
合
わ
せ
は
、広
報
課
へ
。

※
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
に
関
す
る

お
問
い
合
わ
せ
は
、
ジ
ェ
イ

コ
ム
東
京
@
０
１
２
０
‐
８

８
９
‐
８
１
６
（
フ
リ
ー
ダ

イ
ヤ
ル
）
へ
。

年金相談のお知らせ
e夜間納付窓口
　４月２６日π・２７日∫午後５時～９時
　区役所地下１階特設窓口（休日・夜間出入口をご利用ください）
e年金相談
　４月２８日ª午前１０時～午後４時
　区役所１階ロビーまたは２階国民年金課

ご注意ください。
お手元の４月～３月分（平成１１年度）の納付書の使用期限は、４月
２８日ªです。

�
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

使
用
済
み
切
手
等
の
回
収

e

チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
を

正
し
く
取
り
付
け
て
い
ま
す
か

�
国
民
年
金

学
生
に
係
る
保
険
料
の

納
付
特
例
制
度
を
創
設

e

「
す
ぎ
な
み
ニ
ュ
ー
ス
」

で
手
話
の
ワ
ン
ポ
イ
ン

ト
・
レ
ッ
ス
ン

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

　

だ
れ
で
も
一
度
は
耳
に
し

た
こ
と
の
あ
る
国
勢
調
査
と

は
、
日
本
に
住
ん
で
い
る
す

べ
て
の
人
を
対
象
に
、
五
年

ご
と
に
行
っ
て
い
る
大
規
模

な
統
計
調
査
で
す
。

　

国
勢
調
査
は
、
単

に
人
口
な
ど
を
調
べ

る
た
め
だ
け
に
行
わ

れ
る
も
の
で
は
な

く
、
行
政
施
策
の
基

礎
資
料
と
す
る
た
め

の
最
も
重
要
な
調
査

で
す
。
議
員
定
数

や
、
地
方
交
付
税
交
付
金
な

ど
は
、
こ
の
調
査
の
結
果
か

ら
決
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

同
じ
よ
う
な
調
査
が
世
界

約
二
〇
〇
の
国
、
地
域
で
行

わ
れ
て
い
ま
す
。

　

問
い
合
わ
せ
は
、
統
計
係

へ
。

平
成　

年
度
版

１２

「
わ
た
し
の
便
利
帳
」
は

９
月
ご
ろ
に
発
行
し
ま
す

シ
リ
ー
ズ
A

な
ん
だ
ろ
う
？
国
勢
調
査

　沖縄の「アメラジアン・スクール」に通う子どもたち約３０名が杉
並区を訪れ、区内の少年野球チームと野球を通じて交流を深めまし
た。おそろいの青いＴシャツを着た子どもたちは、初めての野球を
体験。巨人軍で活躍した土井・柴田・高橋元選手の指導を受けなが
らキャッチボールをしたり、杉並の子どもたちと片言の日本語でお
しゃべりを楽しみました―３月２６日、郵政省グラウンド（高井戸
東１丁目）で。

ボールも気持ちもナイスキャッチ！
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〈発行日〉広報すぎなみ…毎月１日・１１日・２１日

e新日本スポーツ連盟　春季硬式テニス大会
　【日時】①男女ダブルス＝５月１４日∂②ミックスダブルス＝５月２１日∂／いず
れも午前９時～午後５時（区後援）【会場】松ノ木運動場（松ノ木１‐３‐２２）
【対象】区内在住・在勤・在学の方【参加費】１ペア２０００円（当日会場で集めま
す）【定員】各８０組【申込み】往復ハガキ（４面ハガキ記入例参照・１組１枚）
に、ペア名、希望種目、所属クラブ（あれば）も書いて、４月２０日（必着）まで
に新日本スポーツ連盟・吉永節子（〒１６６‐００１５成田東２‐３３‐１３‐３０１）へ。申し
込み多数の場合は、抽選【問合せ】同連盟・吉永@３３１２‐８７８１（午前９時～１０時）
e杉並区卓球新人戦
　【日時】５月１４日∂午前９時～（区後援）【会場】高円寺体育館（高円寺南２‐
３６‐３１）【種目】男女別シングルスＡ・Ｂ（Ａ＝優勝経験のない方、Ｂ＝入賞経験
のない方）、男女別ダブルス（優勝経験のない方）【対象】区内在住・在勤・在学
の方または区内のクラブに所属し東京卓球連盟に加盟している方【参加費】シン
グルス６００円（高校生以下４００円）、ダブルス１２００円【申込み】参加種目、住所、氏
名、電話番号、所属チームを書いて、５月２日（必着）までに参加費（定額小為
替か切手または現金書留）を添えて、区卓球連盟事務局（〒１６６‐０００４阿佐谷南１
‐７‐１㈱タマス）へ【問合せ】同連盟・大沼@３３１４‐６６２４（午前９時～午後５
時）【備考】優勝、入賞経験がないかご確認ください

e区民スポーツ教室
◇アクアエクササイズ
水の特性をいかした健康維持・増進、疾病の予防を図ります。
　【日時】５月１０日～６月２１日（６月１４日を除く）の毎週水曜日午前９時～１１時
（計６回）【会場】上井草スポーツセンター温水プール【対象】区内在住・在勤・
在学の６０歳未満の方【定員】６０名【参加費】３０００円【申込み】往復ハガキ（４面
ハガキ記入例参照）で、４月２１日（必着）までに上井草スポーツセンター（〒１６７
‐００２３上井草３‐３４‐１）へ。申し込み多数の場合は、抽選【問合せ】同センタ
ー@３３９０‐５７０７【備考】託児あり
◇ウォーキング教室
　正しい姿勢で楽しく歩きましょう。
　【日時】５月１１日～６月２２日（予備日１日を含む）の毎週木曜日午前１１時～午
後１時（計６回）【会場】下高井戸運動場【対象】区内在住・在勤・在学の方【定
員】５０名【参加費】１０００円【申込み】往復ハガキ（４面ハガキ記入例参照）で、
４月２２日（必着）までに下高井戸運動場（〒１６８‐００７３下高井戸３‐２６‐１）へ。
申し込み多数の場合は、抽選【問合せ】同運動場@５３７４‐６１９１【備考】託児あり
◇バレーボール教室
　基礎から応用まで行います。
　【日時】５月１１日～６月２９日の毎週木曜日午前１１時～午後１時（計８回）【会
場】荻窪体育館【対象】区内在住・在勤・在学の初心者の方【定員】４０名【参加
費】２１００円【申込み】往復ハガキ（４面ハガキ記入例参照）で、４月２１日（必着）
までに荻窪体育館（〒１６７‐００５１荻窪３‐４７‐２）へ。申し込み多数の場合は、抽

選【問合せ】同体育館@３２２０‐３３８１【備考】託児あり
◇小学生水泳教室
　児童の能力に応じて泳力を伸ばし、正しい水泳が出きるよう指導します。
　【日時】５月１６日～６月１５日の（６月６日・８日を除く）毎週火・木曜日午後
４時３０分～６時３０分（計８回）【会場】杉並第十小学校温水プール【対象】区内在
住・在学の小学生で、１０ｍ程度泳げ、全日程参加できる健康な児童【定員】８０名
【参加費】１８００円【申込み】往復ハガキ（４面ハガキ記入例参照）に学校名、学
年、泳げる程度（何メートル進むなど）も書いて、４月２１日（必着）までに杉並
第十小学校温水プール（〒１６６‐００１２和田３‐５５‐４９）へ。申し込み多数の場合
は、抽選【問合せ】同プール@３３１８‐８７６３
◇硬式テニス教室
　５０歳以上の方を対象としたナイター教室です。技術とルールの習得を学びます。
　【日時】５月１９日～７月１４日（予備日１日を含む）の毎週金曜日午後７時～９
時（計８回）【会場】上井草スポーツセンター庭球場【対象】区内在住・在勤・在
学の５０歳以上の方【定員】４０名【参加費】１５００円【申込み】往復ハガキ（４面ハ
ガキ記入例参照）で、４月２１日（必着）までに上井草スポーツセンター（〒１６７‐
００２３上井草３‐３４‐１）へ。申し込み多数の場合は、抽選【問合せ】同センター
@３３９０‐５７０７【備考】託児あり
◇知的障害者のためのフライングディスク教室
　基礎からゲームまで楽しく練習します。
　【日時】５月１３日º、２０日ºの午後１時３０分～４時３０分【会場】荻窪体育館
（荻窪３‐４７‐２）【対象】区内在住・在勤・在学・通所で小学生以上の知的障害
をお持ちの方【定員】４０名【参加費】無料【申込み】往復ハガキ（４面ハガキ記
入例参照・１人１枚）に障害の程度、参加希望日（全日可）、在勤の方は勤務先の
名称・所在地・電話番号も書いて、４月２８日（必着）までにú杉並区スポーツ振
興財団（〒１６６‐０００４阿佐谷南１‐１４‐２みなみ阿佐谷ビル８階）へ【問合せ】同
財団@３３１２‐２１１１（区代表）【備考】当日お手伝いいただけるボランティアの方を
募集します。４月２８日までに同財団にご連絡ください
◇盲人卓球講習会
　鈴の入ったピンポン玉を、音を頼りに打ち合う競技です。
　【日時】４月２３日∂午前９時～午後１時【会場】荻窪体育館（荻窪３‐４７‐２）
【対象】身体に障害のある方【参加費】無料【申込み】希望者は、直接会場へ
【問合せ】同体育館@３２２０‐３３８１
eいきいき健康アドバイス
　運動機能測定（筋力・瞬発力・全身持久力・敏しょう性・平衡性・柔軟性）を
行い、専門スタッフが面談しながら①成人病予防②シェイプアップ③体力アップ
など、あなたの目的に応じた運動プログラムを作成します。
　【日時】５月２０日º午後１時３０分～４時３０分【会場】上井草スポーツセンター
（上井草３‐３４‐１）【対象】区内在住・在勤・在学の方【定員】２０名【参加費】
５００円【申込み】往復ハガキ（１人１通、１プログラム２名まで連記可）に、住
所、氏名（ふりがな）、生年月日、性別、電話番号、希望するプログラム番号（①
～③）、以前受けた方はその日を書いて４月２４日（必着）までに上井草スポーツセ
ンター（〒１６７‐００２３上井草３‐３４‐１）へ。申し込み多数の場合は、抽選【問合
せ】同センター@３３９０‐５７０７

上井草スポーツセンター・春のイベント（テニスコート・ジョキング走路オープン記念）
【月日】５月１４日∂（時間は下表のとおり）【会場】上井草スポーツセンター【内容】下表のとおり【対象】区内在住・在勤・在学の方（種目により対象の指定あり）【参
加費】無料【申込み・問合せ】上井草スポーツセンター〒１６７‐００２３上井草３‐３４‐１@３３９０‐５７０７

申込方法定　員会　場時　間種　目

往復ハガキ（４面ハガキ記入例参照）に種目も書いて 、
４月２１日（必着）までに。申し込み多数の場合は、抽選

６０名庭球場午前９時～午後１時硬式テニスワンポイントレッス ン

大
会
等

往復ハガキ（１団体１枚）に以下同上　１チーム４名 ２０チーム体育室午後１時～午後５時ソフトバレーボール 大会

対象：３歳以上就学前の幼児とその親
往復ハガキ（１組１枚）に以下同上

３０組 （６０名）温水プール午前９時～午前１１時親子水中 リクリエーション

対象：小学生　往復ハガキ（１人１枚）に以下同上２０名 （小学生）　ジョギング走路午前９時～午後１時駅伝大会

往復ハガキ（１団体１枚）に以下同上　８チーム運動場午前９時～午後１時野球

往復ハガキ（１団体または１人１枚）に以下同上　２チーム運動場午後１時～午後５時サッカー　

往復ハガキ（１団体１枚）に以下同上　１６チーム庭球場午後１時～午後９時テニス

当日直接会場へ自由参加

体育室

午前９時～午後１時
卓球

インディアカ

午後５時～午後９時
バドミントン

無
料
開
放 

バウンドテニス

小体育室

午前９時～午後１時剣道

午後１時～午後５時なぎなた

午後５時～午後９時太極拳

弓道場
午前９時～午後３時弓道

午後３時～午後９時アーチェリー

トレーニングル ーム午前９時～午後９時トレーニングルーム

ゲートボール午前９時～午後５時ゲートボール

温水プール午前１１時～午後９時温水プール（１コー スは水中歩行）

※春のイベント期間の駐車場は終日有料です。

スポーツ教室

競技大会
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１２

※太字は新規事業および新規項目。

√基本構想の実現に向けて
事業規模等事業名

地域情報化計画の推進、情報システムの
開発　など地域情報化の推進

事業規模等事業名

区民の連帯感醸成
組織の活性化２１世紀プロジェクトの推進

¬文化の創造と交流のあるまちづくり
事業規模等事業名

海外派遣 　　　３０名　など国際化に対応する教育振興
小学校　２１校４４１台
インターネットの推進　６校累計１２校コンピュータ教育の推進

校舎屋上舗装　１校
給食室改修　　１校　など学校教育諸施設の整備

改築　０．２校校舎改築
設計　８校、補強　４．６校校舎補強
学校教育目的整備　８．５室
地域利用施設整備　　５室　など余裕教室の有効活用

事業規模等事業名

基礎コース４０回、専門コース８０回など杉並区民大学の充実

文化の振興、文化芸術環境の整備
（仮）杉並区文化・交流協会設立運営文化の振興

女性総合相談の実施
男女共同参画推進事業の充実女性行政の充実

活動支援　４４校学校地域防災連絡会の設立・運営

国内および国際交流の促進
（仮）杉並区文化・交流協会設立運営国内自治体および外国都市との交流

¡くらしが安定し活力のあるまちづくり
事業規模等事業名

ビジョンの施策化
新産業実態動向調査等産業振興ビジョンの施策化

１所アメニティショッピングタウン助成

事業規模等事業名

１所商店街活性化モデル事業
新設　９７灯商店街装飾灯美化助成
ビジョンの施策化農業振興ビジョンの施策化
情報の収集・提供の充実　　など消費者行政の充実

¿すこやかに共に生きるまちづくり
事業規模等事業名

　　　　　４１小学校区地域子育てネットワーク事業

運営　　　１所ファミリー・サポートセンターの設
置

設計　　　１園保育所の改築
運営　　　２９園乳児保育の充実
運営　　　１６園延長保育の充実
　　　　　１所駅前保育の実施
運営　　　５所子育てサポートセンターの拡充
運営　　　５園障害児保育の拡充

運営　　　７所在宅介護支援センター「ケア２４」の
設置

建設　　　０．６所
余裕教室活用改修　２所

高齢者在宅サービスセンター「ふれ
あいの家」の建設・整備

新規　　　　　２所２００人
既施設での増　１１所２８０人　累計８００人配食サービスの拡充

対象者数    ２７５人家事・付添いサービスの充実
　　　　　７所いきいきデイサービスの充実
助成　　　１００件住宅改修費助成
緊急通報システム　新規４０台
火災安全システム　新規３４台
徘徊高齢者探索システム　新規６０台

緊急通報等システムの充実

新規　２０８床特別養護老人ホームの建設助成
整備助成　１所　　１６人痴呆性高齢者グループホームの整備

事業規模等事業名

運営　　　５所知的障害者グループホームの拡充

運営助成　２所知的障害者生活ホーム等の設置・運
営助成

新規　　　１０台、累計　８０台　障害者緊急通報システムの拡充

建設　　　０．３所障害者集会施設の建設

受診者数　６８，２９０人区民健康診査の充実

受診者数　胃がん　９，８０２人他５検診がん検診の充実

ミニデイホーム　　　　　１０所
自主リハビリテーション　１２所
自主グループ　４９グループ

ミニデイホーム・自主リハビリテー
ションの支援

対象者数　介護予防　６４５人、
疾病予防等指導　１，１２０人など訪問保健等指導の充実

運営助成　２所精神障害者グループホームの設置・
運営助成

平　日　午後７時～午後１０時
土曜日　午後１時～午後１０時
日曜日・祝祭日年末年始
　　　　午前９時～午後１０時

休日夜間等急病診療の充実

改築　０．３所（東福祉事務所）福祉事務所の改築

専用居室の提供　新規増　５戸
アパートあっせん　５０件

高齢者専用居室の提供・アパートあ
っせん

新規増　３０件、累計　３０１件高齢者等住み替え家賃助成

øみどり豊かな個性あるまちづくり
事業規模等事業名

二跡地周辺及び天沼三丁目地区
建替え促進助成　２棟　利子補給　２０件木造賃貸住宅等建替促進事業の推進

荻窪駅周辺及び久我山駅周辺まちづくり
構想の周知・啓発・事業推進駅周辺の整備

都からの移管　８１戸
区営住宅の改築　　　　調査・検討区営住宅の設置及び改築

累計　５９戸一般向け区立住宅の確保
借上げ　２２戸高齢者住宅の確保
あっせん件数　年間６０件住宅修築資金融資あっせんの拡充
街路築造 　３，９７４fl都市計画道路の整備
舗装新設　８００fl
舗装改修　８,０００fl　　など私道整備の助成

２７,７３９fl道路の路面改良
買物道路整備　９７０ｍふれあい道路の整備
８,２４５ｍ狭あい道路の拡幅整備
調査・研究、モデル運行実施南北交通の調査･研究
道路反射鏡の新設・改良　１７０本
警戒標識等の新設・改良　５０本など交通安全施設の整備

私道街路灯の新設 ２６灯　など民有灯の整備助成
防災市民組織　新規増１　１６４組織
生活用井戸の登録　新規増３０基など防災対策の推進

事業規模等事業名

学校防災倉庫の確保　新規増　３校
整備・充実  １０校災害備蓄倉庫等の建設・整備

環状七号線、八号線不燃化助成　１０棟不燃化まちづくりの推進
民間施設雨水流出抑制対策助成　６０戸
区道・私道透水性舗装　７，２００fl　など雨水の流出抑制対策

集団回収参加団体　　３００団体
コンポスト容器・生ごみ処理機購入助成などリサイクルの推進

ＩＳＯ１４００１認証取得調査・検討ＩＳＯ14001の推進
環境行動指針策定杉並区環境行動指針の策定
保護樹木・樹林・生け垣・貴重木の保護
指定　などみどりの保護

「学校の森」植栽工事　２校
接道部緑化助成　などみどりの育成

河川生物調査
動植物生息状況調査自然環境保全

測量、基本計画地域公園の新設
「まち」デザイン賞の実施
景観ガイドラインの検討景観まちづくりの普及･啓発

大田黒公園周辺及び中杉通りモデル事業
の推進景観まちづくりの推進

敷設　５９２ｍ架空線の地中化

　

区
で
は
、
北
海
道
有
珠
山
の

噴
火
活
動
に
よ
っ
て
地
元
の
住

民
の
暮
ら
し
に
多
大
な
被
害
が

出
て
い
る
こ
と
か
ら
、
区
民
の

皆
さ
ん
に
義
援
金
を
お
願
い
す

る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。
区

内
二
五
カ
所
の
施
設
に
義
援
金

箱
を
設
置
し
ま
し
た
の
で
ご
協

力
く
だ
さ
い
。

　

【
設
置
場
所
】
区
役
所
一
階

受
付
窓
口
、
出
張
所
、
地
域
区

民
セ
ン
タ
ー
【
設
置
期
間
】
５

月
２
日
∏
ま
で

◇
日
本
赤
十
字
社
で
も
募
金
を

行
っ
て
い
ま
す

　

区
の
義
援
金
箱
以
外
に
、
日

本
赤
十
字
社
で
も
郵
便
振
替
に

よ
る
募
金
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

【
入
金
方
法
】
郵
便
振
替
で

「
０
２
７
５
０
‐
１
‐
１
５
０

日
本
赤
十
字
社
北
海
道
支
部
支

部
長
・
伊
藤
義
郎
」
あ
て
入
金

し
て
く
だ
さ
い
（
振
替
用
紙
の

通
信
欄
に
「
有
珠
山
火
山
活
動

災
害
義
援
金
」
と
明
記
し
て
く

だ
さ
い
）。
手
数
料
は
無
料
で

す
【
受
付
期
間
】
５
月
２
日
ま

で

☆

　

問
い
合
わ
せ
は
、
福
祉
課
福

祉
係
へ
。 ご協力ください

有珠山火山活動

災害義援金
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